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新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策
 「横浜市の更なる取組み」 横浜市の新市庁舎が供用開始され始めての横浜市会
 （令和2年度第2回定例会【6/23～7/7】）が開催されました。今回の定例会では
　32件の議案審査が行われ、新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策として
 『市民と医療を守る』『横浜経済と市民生活を守る』『新たな日常に取り組む』の
   3つを柱とし、総額187億円の令和2年度6月補正予算が可決されました。
 
 　6月補正の3つの柱 
1. 市民と医療を守る　34事業 55億7,400万円 
～第2波・第3波に備えた万全な医療提供体制の確保～ 
●新型コロナウイルスの検査体制を強化します。 
●医療機関の負担を軽減しつつ、病床を確保します。
●第2波に備えた予防対策・準備をすすめます。

2. 横浜経済と市民生活を守る　31事業 94億8,300万円 
～景気回復に向けた経済対策と 厳しい状況にある市民・団体・事業者の支援～ 
●「新しい生活様式」に取り組む中小事業者を支援します。 
●SDGsと「新しい生活様式」を両立する先駆的な事業を支援します。
●厳しい活動環境にある、文化芸術活動を支援します。
●厳しい状況にある、市民生活を支援します。 
●市民の暮らしを支える、公益活動や福祉サービス事業者を支援します。 

3. 新たな日常に取り組む　14事業 36億7,700万円  
～「新しい生活様式」への対応と学校の再開を支援～
●ICTの活用等による「新しい生活様式」への対応をすすめます。 
●学校の再開と感染症対策を、きめ細かく支援します。 

いなみのおもい　毎年皆様に足を運んでいただいている、夕涼みふれあい祭りですが、
今年は残念ながら開催を見送らせていただきました。次年度は
今年開催できなかった思いも乗せて、皆様に楽しんでいただける
ふれあい祭りを開催したいと思いますので宜しくお願い致します。



(令和2年7月現在)
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「新市庁舎」供用開始！ 
横浜市は、明治22年（1889年）に人口11万6千人の市として
誕生以来、市の発展と共に歩みを続けてきた市庁舎は、
関東大震災や横浜大空襲の災禍による焼失などにより、主に
都心部の中で度々その位置を変え新市庁舎は8代目になります。 
新市庁舎は
行政機能（８～３１階）
議会機能（３階、５～８階）
市民利用施設（１～３階）
からなる、3層構造となっています。 

中層
本会議場は白い天井や木の壁など前議場の雰囲気を残しつつ床は海、波を
モチーフに青を基調とし、横浜らしさを表現され傍聴席は前議場より100席
多い216席とし、誰もが安心して傍聴できるように
親子傍聴室もあります。すべての委員会室（6室）に
傍聴席を新設し、開かれた議会を実現しています。 

議会機能（３階、５～８階）
本会議場は白い天井や木の壁など前議場の雰囲気を残しつつ床は海、波を
モチーフに青を基調とし、横浜らしさを表現され傍聴席は前議場より100席
多い216席とし、誰もが安心して傍聴できるように
親子傍聴室もあります。すべての委員会室（6室）に
傍聴席を新設し、開かれた議会を実現しています。 

外部
市民の憩いの場としての水辺空間は、サクラや多様な草花を植え、四季の変化を楽しめ
当該敷地から出土した遺構も外構となじませて展示しています。
新市庁舎は地下2階で馬車道駅に直結し、桜木町駅方面からも
大岡川を横断する「さくらみらい橋」と2階で接続、エントランスを
各方面へ設け、どこからでもアクセスしやすくなっています。 

低層　　　
1階は三層吹き抜けのアトリウム、天井のトップライトやガラス張りの壁面から光が注ぐ
開放的な空間となっていて昇降ステージや270インチの大型スクリーンがあり、
スポーツを観戦できるパブリックビューイングや演奏会などが開催可能です。
2階は、建築情報センターや金融機関、郵便局、飲食店などの商業施設、
3階は、障害者の方々が働くふれあいショップ、市民ラウンジ、市役所と
議会のエントランスロビーとなっています。

高層
行政執務室は壁や間仕切りを設けず、外光が
入る明るい空間に、来庁者をお迎えする
応接・相談スペースなども設けています。 

外部
市民の憩いの場としての水辺空間は、サクラや多様な草花を植え、四季の変化を楽しめ
当該敷地から出土した遺構も外構となじませて展示しています。
新市庁舎は地下2階で馬車道駅に直結し、桜木町駅方面からも
大岡川を横断する「さくらみらい橋」と2階で接続、エントランスを
各方面へ設け、どこからでもアクセスしやすくなっています。 

市民利用施設（１～３階）　　　
1階は三層吹き抜けのアトリウム、天井のトップライトやガラス張りの壁面から光が注ぐ
開放的な空間となっていて昇降ステージや270インチの大型スクリーンがあり、
スポーツを観戦できるパブリックビューイングや演奏会などが開催可能です。
2階は、建築情報センターや金融機関、郵便局、飲食店などの商業施設、
3階は、障害者の方々が働くふれあいショップ、市民ラウンジ、市役所と
議会のエントランスロビーとなっています。

行政機能（８～３１階）
行政執務室は壁や間仕切りを設けず、外光が
入る明るい空間に、来庁者をお迎えする
応接・相談スペースなども設けています。 

馬車道接続通路 敷地南側外構

執務室 窓口カウンター 応接・相談スペース
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アトリウム議会エントランス市役所エントランス市民ラウンジよこはま建築情報センター
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